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100回巻 電流 1回目 2回目 3回目 平均
電池 1個 1A 3本 5本 4本 4本
電池 2個 2A 5本 6本 7本 6本
〈電池の数の条件を制御し，コイルの巻数を変えて釘
を持ち上げた数を調べた実験結果〉
電池 1個 電流 1回目 2回目 3回目 平均
100回巻 1A 3本 5本 4本 4本
200回巻 1A 8本 9本 7本 8本
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り，記述 1に抽出児 Kの結論を示す。
発話４
C： 電池の数が増えることで，流れる電流の量が増
え，強い電磁石になることが分かった。
K： コイルの巻数が増えても強い電磁石になってい
るといえるね。でも，電流の量は変わってない
よ。
発話５
C： 1本の導線の中に流れる電気の量は変わらない
けど，コイルの巻数が増えることで，電気が何
回も同じところ通っていることになるよ。
K： そうか，コイルの巻数が増えると，1本の導線
に流れる電気の量は変わらないが，1 本 1本の
導線の中の電気がつくる磁力が集まるから電磁
石が強くなるんだね。
抽出児Kの結論
K： 電池の数が増えると，1本の導線の中に流れる
電気の量が増え，強い電磁石になる。コイルの
巻数が増えると，電気が通る束ができて強い電
磁石になる。だから，電池の数を直列で増やし，
コイルをたくさん巻けば，強い電磁石をつくる
ことができる。
記述１
　第 7・8時では，N極と S極を表にした磁石を貼
り付けた動物を持ち上げる体験「動物キャッチ体験
Ⅱ」を行った。電磁石を強くしても持ち上がらない
ときがあるという気付きや疑問を基に，追究した。
（略）また，「実感する過程の学び」として，第 9時～
第 12時では，これまでの学習を生かして，体験「自
分の電磁石クレーンづくり」と体験「動物キャッチ
ゲーム大会」を行った（略）。
６　まとめ
6.1　単元構想の評価
　過去の実践においても図 4のように，各過程に問
題解決の力を位置付けている。また，体験と説明活
動を繰り返し位置付けることで，問題解決の各過程
のつながりを意識した単元構想をしていることが分
かる（表 6）。しかし，益田らの観点を用いて分析
を行うと，表 8のとおりの結果となった。
　次に分析の詳細を示す。
観点１について
　電磁石に一人一人がふれる機会をもち，子供の中
から「電磁石を強くしたい」いう思いを引き出して
いることから，子供自身の目的意識や問題意識をも
たせることができていると考えられる。
観点２について
　電磁石を強くする要因を予想していることから，
問題について予想をすることができていると考えら
れる。
観点３について
　子供たちは，電磁石を強くする要因として，電池
の数とコイルの巻数を取り上げてはいるが，数値の
決定や条件制御等，実験結果等の見通しについての
検討が不十分であるために，電流の量を図る意図も
明確でない。これは，子供と共に実験計画を構想し
ているとは考えられない。
観点４について
　観点 3が不十分のまま，実験を行っているため不
十分であると考えられる。
表８　構造化するための観点を用いた評価
観　点 結　果
1 ○
2 ○
3 ×
4 ×
5 ○
6 ○
7 ○
8 ○
9 ○
10 ○
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観点５について
　電磁石を強くする要因を視点に，実験結果を数値
化して表現していることから，正しく結果を表出さ
せることができていると考えられる。
観点６について
　複数の実験数値を基に，巻数が変わっても電流の
量が変わらないことを含めて考察していることから，
実験結果を吟味して考察していると考えられる。
観点７について
　問題に対して，電池の数と巻数を増やすことでコ
イルに流れる電流の量が増えることを見いだすこと
ができていることから，問題と正対させた考察がで
きていると考えられる。
観点８について
　電池の数を増やす，巻数を増やすと電磁石が強く
なるという子供たちの予想・仮説を検証する実験は
できていると考えられる。
観点９について
　巻数を変えても電流の大きさが変わらないことを
指摘していることから予想と考察の関係付けができ
いると考えられる。
観点 10 について
　子供たちが見いだした電磁石を強くする方法を確
かめる場として，強い電磁石をつくる場をつくり確
かめる活動を設定していることから，一般化できて
いると考えられる。
　本実践においては，観点 3，4に課題が見られた。
これは，新学習指導要領で示された問題解決の力の
中で，予想や仮説を基に，解決の方法を発想する力
を育成することに課題があると言える。その要因と
しては，「何をどのようにして調べるのか」について，
子供たちの主体的な活動する場が不十分であった。
また，どのような結果が得られるのか，実験結果の
見通しをもつ場も不十分であった。
6.2　「理科の見方・考え方」を働かせることについ
て
　本実践においても，子供たちの発話等の中に，「理
科の見方・考え方」を働かせている姿が表れている
ことが分かった。
　分析の結果は，次の通りである。
差異点や共通点を基に，問題を見いだす力について
（発話２より）
　体験活動を設定することで，子供たちは，2つの
電磁石を共通性と多様性の視点で，比較し，問題を
見いだしていると考えられる。
既習の内容や生活経験を基に，根拠のある予想や仮説
を発想する力（発話３より）
　体験活動での気付きを予想の根拠として，問題の
答えについて一人一人が，電池の数やコイルの巻数
と電磁石の強さを量的・関係的の視点で捉えている
ことから，電磁石を強くする要因と電流の量を関係
付けて根拠のある予想をしていると考えられる。
予想や仮説を基に，解決の方法を発想する力
　子供たちが主体的に予想を検証するための実験計
画について，話し合いが十分に行われていないため，
見方・考え方は働かず，解決の方法を発想する力は
高まっていないと考えられる。
より妥当な考えをつくりだす力（発話４および発話 5
より）
　実験結果を丁寧に整理し，複数の実験結果を比較
させ，話し合いの時間を設けることで，コイル一本
あたりに流れる電流が束ねられているから電磁石が
強くなるという別の量的・関係的な視点で，多面的
に考えさせ，妥当な考えをつくりだすことができて
いると考えられる。
　これらのことから，過去の理科授業の実践におい
ても，子供たちが問題解決の各過程で「理科の見
方・考え方」を働かせることで，問題解決の力を発
揮していることが分かる。また，その際には，「理
科の見方・考え方」を働かせる場を教師が設定して
いることが分かった。しかし，解決の方法を発想す
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る場の設定が不十分のため，「理科の見方・考え方」
が働かないことが分かった。このことは，単元構想
上の課題とも重なる。また，教師が子供たちが働か
せている「見方・考え方」に気付かなければ，それ
を問題解決につなげることはできないことも考えら
れる。
　今単元では，主に，量的・関係的視点での「理科
の見方」を働かせる姿が見られた。今後は，学習内
容に応じて，主に働かせたい「理科の見方」を想定
し，単元構想をした実践を増やすことが必要である
と考えられる。
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